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笑って歌って



　岡崎地区の町内福祉村「おかざき鈴の里」（岡崎5928）に響く歌声。歌の好きな地域の男女約30人がコーラスの練習をしています。練習の合間には楽しくおしゃべり。福祉村での活動はボランティアや利用者の生きがいにもなっています。

　今回は、地域でさまざまな取り組みをしている福祉村を紹介します。
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福祉村は、外出の付き添いやごみ出しなどの生活支援や、高齢者のサロン活動や子育て支援などのふれあい交流をしています。活動を通して、住民同士が支え合う地域づくりを進めます。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848
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地域住民が集う場所に　●ふれあい交流活動




　福祉村は、世代を問わず、誰もが気軽に立ち寄れる場所です。高齢者向けに健康体操をするサロンや、子育てを支援する活動などを定期的に開催しています。

　おかざき鈴の里では、月2回、歌の好きな人たち30人程度が集まり、コーラスをしています（表紙写真）。公民館まつりで披露する『ソーラン節』など3曲を歌っています。歌の合間には笑いが起こり、終始にこやかに練習しています。

　サロンではテーブルを囲んで世間話をする地域の皆さん。コーヒーの香りが漂う福祉村は、ゆっくりと時間が流れます。




●子どもたちが育つ場所

「難しいよ」「この問題教えて」
　にぎやかに響く児童の声。おかざき鈴の里では、元教師や一般企業を退職した方ら、経験豊富な講師が小学生に勉強を教える『ピノキオ』を、毎週土曜日に開いています。岡崎小学校の児童約70人が4～5人のグループに分かれ、国語と算数を勉強します。

　各グループに1人ずつ講師がつき、児童をサポート。個別の課題を解いていきます。夏休みにはスーパーボールや電池を使った理科実験をするなど、和やかな雰囲気で学習しています。

　『ピノキオ』を開設して7年。7年前に通っていた児童も、現在は高校生となり、講師として教えに来ることもあります。おかざき鈴の里の会長を務める川﨑洋子さんは「ボランティアの精神が子どもたちにもつながっていることがうれしい」とほほ笑みます。

　おかざき鈴の里は、子育て世代が集まる憩いの場としても利用されています。施設内には、子どもが遊ぶおもちゃが置かれ、親に連れられて子どもたちが楽しそうに遊びます。「雨で公園が使えない時は、親同士で連絡を取っておかざき鈴の里に集まる」と話す母親たち。母親にとっても情報交換の場になっています。

　福祉村は子育て世代や高齢者ら地域のさまざまな世代の方が多く訪れます。顔見知りになることが、地域で子どもを見守れる安全なまちづくりにつながっていきます。
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一人ひとり分かりやすく教える




●絆まつりを企画、活性化

　公民館まつりの準備をする旭南地区の福祉村「あさひの絆」（出縄184-2）の利用者たち（次写真）。日ごろ、サロンで作った手編みのマフラーや髪留めを公民館まつりで展示します。

　あさひの絆では、編み物やペン習字、絵手紙などのサロンを、それぞれ月1回開いています。

　市内にある15カ所の福祉村には全部で約1300人がボランティア登録しています。ボランティアの中には、生活支援やサロン活動の調整をするボランティアコーディネーターがいます。あさひの絆の筒井悦子さんもコーディネーターの一人です。「ボランティアの調整や広報など、仕事内容は多岐にわたります」と話します。

　平成26年9月に初めて開催した『絆まつり』も筒井さんらコーディネーターが企画した行事の一つです。「初めての試みで不安はありました。でも、自治会や地区社会福祉協議会にノウハウを教わったり道具を借りたりするなど、地域の協力が得られて、助かりました」と振り返ります。

　当日は約200人が訪れ、おにぎりや豚汁のほか、サロンで収穫したジャガイモやカボチャ、モロヘイヤやホウレンソウなども提供しました。「あさひの絆に初めて訪れる人もいるので、活動を知ってもらえるいい機会になりました」と話す筒井さん。今年の開催にも意欲を見せます。

[image: あさひの絆]





活動が生きがいに


　あさひの絆では11のグループがサロンや健康体操、ウオーキングなど、独自の活動をしています。グループの一つ「あさひの絆・畑でサロン」では、出縄にある約150坪の畑を借りて、ジャガイモや白菜など季節に合わせた野菜を栽培・収穫しています。グループの代表を務める入江政昭さん（次写真左）は「参加者は自分で作った野菜の収穫や、仲間と話しながら作業することを楽しみにしています」と話します。

　農家の方からトマトの苗をもらったり、栽培方法を学んだりして、地域交流も盛んになりました。

　毎週2回の畑作業は始めた当初は5～6人程度だった参加者が、今では15人まで増えました。95歳の方も参加し、休憩を取りながら、鍬くわで畑を耕したり、草取りをしたりしています。

　高齢者の中に混じり鍬を持つのは、大学生の矢部萌子さん（次写真右）。「農業に興味があって参加しました。畑を耕すのは、力を使うので大変な作業ですが、やりがいを感じます」と話します。

　入江さんは「あさひの絆の畑で野菜を育てることが、生きがいや趣味になっている人も多くいます。私もその一人です」とほほ笑みます。
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広がる支援の輪　●生活支援活動


　各福祉村は、ふれあい交流活動のほかにも生活支援活動をしています。地区内に住んでいる方に、話し相手やごみ出しの手伝い、外出の付き添いなどをするボランティアを派遣して、生
活の手助けをします。




●身近な生活を援助

　旭南地区は一人暮らしの高齢者が多いため、毎月10～30件のごみ出しや部屋の整理などの生活支援を依頼されます。地区の範囲も広いので、ボランティアの派遣は簡単ではありませんが、依頼があれば、利用者の近くに住むボランティアが支援します。

　高村に住む松木順さん（次写真左）は毎週2回、ごみ出しをあさひの絆に依頼しています。「足を痛めているから歩くのが大変でね……。毎回来てくれるから助かるよ」と嬉しそうに話します。ごみ出しをするのは、近所に住む高橋了子さん。「ごみ出しのたびに松木さんの元気な顔を見ると安心するのよ」と見守りも兼ねて、ごみ出しをしています。

　あさひの絆では聴力が弱く、視力も落ちた方とホワイトボードを使って筆談する生活支援もしています。「世間話をするだけですけど、とても楽しいと言ってくれます。私たちも喜んでもらえることが何よりうれしいですね」と、にこやかに話す筒井さん。「人を支援する活動がいつしか自分の支えにもつながっているんですね」と続けます。
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●広がる地域の支え

　おかざき鈴の里では、早朝に通学路などの草取りをしています。「通勤や通学で通る人が『ありがとう』と声を掛けてくれるのが初めはうれしかった」と川﨑さん。「今では郵便局や中栄信用金庫岡崎支店の職員、大住中学校の校長先生や生徒たちが、休日にもかかわらず参加してくれて本当に助かります」と話します。

　岡崎地区では、平成21年3月から岡崎地下道に壁画を描いています。中学生の提案で始まった、おかざき鈴の里と地域自治会の共催プロジェクト。下絵は保育園児や児童らの絵で構成したり、中学生がデザインしたりしました。色塗りは地域の方も多く参加します。約6年掛けて描いた壁画は地域の支えを得て、今年秋の完成を目指しています。




つながりを強め、活性化　●市全体の取り組み


　各福祉村は、市や社会福祉協議会と連携し、情報交換や活動紹介の場を設けています。

　情報交換の場として、各福祉村の会長が集まる会長会議を年3回、開催しています。12月の開催時は、他市の事例紹介や防災計画を話し合うなど、毎回テーマに沿った意見交換をしています。また、役職ごとに部会も開いています。『コーディネーター』『生活支援』『ふれあい交流』『広報』の四つの業務ごとに担当者が集まり、実際にあった相談などを情報交換します。各担当者の横のつながりを強めることが各福祉村の活性化につながります。

　毎年秋には、各福祉村がそれぞれの活動を紹介するパネルや日ごろのサロンで作った編み物や折り紙などを市役所で展示する『福祉村展示』を開いています。,福祉総務課の内山未来子（みくこ）主事は「地域の特色も分かり、活動を市民に知ってもらえます」と話します。

　福祉村の魅力は、地域住民主体で活動ができると同時に、世代間の交流ができることです。

　「母親が子どもを連れて来るだけでも、福祉村の中は和やかになります。その場にいる高齢者も子どもから活力をもらい、子育ての手伝いをします。誰でも地域福祉の支援者になれるのが、福祉村です。多くの人が携り、地域の活性化につながっていくとうれしいですね」と内山主事は語ります。
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福祉村から広がった交流


おかざき鈴の里では、112人がボランティア登録しています。ボランティアの一人、川邉晫郎(かわなべろたくろう)さんは、平成16年のおかざき鈴の里の立ち上げからボランティアを続けています。

　「『地域デビューするために、何かやってみれば？』と妻に言われたのがきっかけ」と当時を振り返ります。退職前は、朝早く出掛け、夜遅くに帰宅する生活でした。自治会の当番は妻に任せきりで、近隣住民との関わりはほとんどありませんでした。

退職してから半年、おかざき鈴の里の設立に向けたボランティアの募集があり、思い切って応募しました。

　「知らない人ばかりで戸惑いはありました。でも最初の会議でグループ長をやらされちゃってね」と、はにかむ川邉さんは、開村の準備を進めていく中、やりがいを感じていました。

川邉さんは開村から現在まで、通学時の見守りや歩道の草取りなどを続けています。そのほか、年4回発行している広報紙やイベントのチラシ作成も担当していす。「ボランティアをしてからパソコンの技術が格段に上がりました」と笑顔を見せます。

　「福祉村に来てもらうには、イベントの数は多いほどいい」と話す川邉さんは、運営委員として活動を企画しています。コーヒーなどを飲みながら、地域住民が出品した油絵や折り紙を鑑賞できる『ギャラリー＆カフェ』（「笑顔あふれる福祉村」ページ先頭写真）は、運営委員が新たに企画したイベントです。　毎月第2月曜日～金曜日に開催し、毎回、80人程度が訪れています。絵・書道・芸などの作品を発表する場所を提供し、「出品者の知人らが訪れ、地域の方に福祉村を身近に感じてもらえました」と喜ぶ川邉さん。「鑑賞した人の中には『次回は私も出品したい』と意気込む人もいて、好評です」と話します。
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チラシを作る川邉さん




ボランティアで充実した日々を

　「体を動かさないと衰えていきますから」と話す川邉さん。人と接する機会が多いボランティア活動は、自身の介護予防にもつながっています。

福祉村がきっかけでほかのボランティア活動にも参加するようになった川邉さん。自身の活動を『男の井戸端会議』と表現します。「退職すると男性は家にこもりがち。でも、ボランティア活動がきっかけで趣味が合う人との交流も増えました。若い世代とも接する機会があり、元気をもらえています」と話します。

　「おかざき鈴の里は上下関係がなくて、気軽に参加できる場所です。福祉村で何かを求められて、少しでも人の役に立てたらそれだけでうれしいんです」とほほ笑みます。




四之宮に福祉村がオープン


四之宮地区の福祉村が四之宮公民館（四之宮3-20-26）にオープンしました。市内では16番目となりました。

　約1年前から準備委員会を設置して、各地区の福祉村を見学に行くなど、開村の準備を進めてきました。公民館の1室を畳からフローリングに張り替え、高齢者が椅子に座ってゆったりできる空間にしました。4月からサロンなどを開催。公民館を利用する団体の交流の場としても利用できます。

ボランティアを募集しています

　開設日時は毎週月・火・水・土曜日の午前10時～午後3時。対象地域は西真土・東真土の一部地域と四之宮です。

　四之宮地区の福祉村では、運営や支援活動をするボランティアを募集しています。詳しくは福祉村にお問い合わせください。

問：四之宮地区町内福祉村　電話：0463-55-0750
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開村の準備を進めてきた委員







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、3月23日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市病院運営審議会の公募委員


　任期は6月1日～平成29年5月31日。2人（選考）。詳細は、病院総務課や市民病院ウェブにある募集要領でご確認ください。

募：〒254-0065南原1-19-1市民病院の病院総務課　電話：0463-32-0015内線3197や市民病院ウェブにある申込書を、郵送または直接、4月20日（月）までの平日午前8時30分～午後5時に、同課へ。




経営支援のアドバイザーを派遣します


　専門知識や経験のあるアドバイザーを派遣して、販売促進や魅力ある店舗づくりを支援します。派遣は年3回まで、1回2時間以内。

　次の条件を全て満たす店舗8店（選考）①市内で営業している、フランチャイズチェーンなどではない小売業・飲食業・サービス業②資本金の額・出資額が5000万円以下または従業員数が小売業・飲食業は50人以下、サービス業は100人以下③市税の未納がない、など。

募　豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、3月20日（金）～4月1日（水）に、同課へ。




春の親子野菜づくり体験教室と採れたて調理教室


　野菜の植え付けから収穫までを体験して、収穫した野菜を自分で調理します。野菜づくりについて学びませんか。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。荒天中止。

①種・苗植え付け　4月18日（土）午前10時～正午。

②種まき・管理作業　5月23日（土）午前10時～正午。

③一部収穫・管理作業　6月20日（土）午前10時～正午。

④収穫・調理　7月25日（土）午前10時～午後2時30分。調理は花か菜なガーデン（寺田縄496-1）でします。

　市内在住の小学生と保護者15組（先着順・1組3人まで）。1組1000円④は花菜ガーデンの入園料も。長靴・軍手・タオル。汚れてもよい服装でお越しください。
募　電話で、3月24日（火）午前8時から、農の体験・交流館　電話：0463-58-5201へ。





再生家具を提供します


　粗大ごみから再生可能な家具を修理・再生して、提供します。50個程度（抽選）。1人1点。修理費用程度を負担。

募：4月1日（水）～10日（金）、午前9時～午後4時（10日は正午まで）に、四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で、現物を確認して、申込書を直接、同プラザへ。




子ども英語教室とドッジビー教室


　青少年会館。各20人（抽選・初めての方を優先）。
①子ども英語教室　工作やゲームをしながら英語を学びます。5月2日（土）にはイースターパーティーをします。
保護者も見学できます。

　4月4日～5月2日の土曜日、全4回、午後2時～3時15分。4月1日現在、市内在住の小学校1～2年生。筆記用具・色鉛筆など。200円。

②ドッジビー教室　ドッジボールのルールで、柔らかいフライングディスクを使うニュースポーツです。中学生・高校生とチームで遊びます。

　4月11日・18日の土曜日、全2回、午前10時～正午。4月1日現在、市内在住の小学校3～6年生。運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。

募：教室名・必要事項（①は名前のローマ字表記も）・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、①は3月25日（水）②は31日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441 メール：seishonen@へ。



馬入ふれあい公園サッカー教室


　4月からサッカー教室を開きます。各教室全8回。馬入ふれあい公園馬入サッカー場（中堂246-1）。

　①未就園児サッカー教室　市内在住の2～3歳児②親子サッカー教室　市内在住の4～5歳児と保護者③レディースサッカー教室　市内在住・在勤の18歳以上の女性。

　日程・申し込み方法などの詳細は馬入ふれあい公園ウェブをご確認ください。

問：馬入ふれあい公園馬入サッカー場　電話：0463-24-1137




劇団四季ミュージカル鑑賞バスツアー


　電通四季劇場「海」（東京都港区東新橋1-8-2）で上演される「アラジン」をS席で鑑賞します。

　7月11日（土）午前9時30分、市民センター集合。3歳以上の方120人（先着順）。1万2500円、小学校6年生以下は7000円（チケット代・弁当代・旅行保険料を含む）。旅行業者は神奈中観光（神奈川県知事登録旅行業第2-2号・東京都町田市鶴間1534-1）。

募：電話で、4月10日（金）から、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。






市北西部の土地区画整理事業が完了しました


　独立行政法人都市再生機構が平成6年度から進めていた、真田・北金目特定土地区画整理事業が3月6日に完了しました。

　この地区の施行総面積は約68 .6ヘクタールで、宅地面積は約49.4ヘクタールです。西側が東海大学湘南キャンパスに隣接しています。また、塚越古墳や真田神社、北金目神社などもある、古い歴史を持つ場所です。

　集落も古くから存在することから、屋敷などに大木が点在する、緑豊かな土地です。さらに、富士山や丹沢山地を望むことができるロケーションです。

　市街地からつながる幹線道路や、スーパーなどの商業施設、塚越公園などの緑地も充実しています。

　問：都市整備課　電話：0463-21-8783

[image: 市北西部]







平塚の魅力が詰まっています

ことりっぷ 平塚さんぽ


　人気旅行ガイドブック「ことりっぷ」の平塚版ができました。地元食材を使ったランチにお薦めの店舗や、バラを使ったスイーツ、3つの観光モデルコースなどを紹介しています。A5判変形16ページフルカラー。市民プラザや市役所本館1階総合案内、公民館などで無料で配布しています。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107
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お知らせ


土砂災害ハザードマップ


　崖や渓流の土砂災害警戒区域などの位置や避難情報の入手方法、避難方法が載っています。避難経路を検討するなど、土砂災害への備えに活用してください。今号の広報ひらつかと一緒にポスティングで配布しています。届いていない方はお問い合わせください。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




市子ども読書活動推進計画（第三次）を策定


　平成27年度から5年間の指針を定めました。目指す子ども像に「考える力」「豊かな心」「人と人との絆」を掲げて、妊産婦らに向けた読書活動の推進などを目指します。計画は、3月20日（金）から、図書館ウェブ・公民館などでご覧いただけます。

問：中央図書館　電話：0463-31-0428




住民票などの不正取得を本人に通知します


　4月1日（水）から、住民票の写しや戸籍謄・抄本などが第三者に不正に取得されたと判明した場合には、不正取得された本人に、証明書の種類、数、交付した日などを郵送でお知らせします。

問：市民課　電話：0463-21-8773




市民意識調査の結果

　まちづくりを進めるための基礎資料にするために、平成26年10月17 日～31日に実施した市民意識調査の結果を報告書にまとめました。平成27年3月20日（金）から、市ウェブや公民館などでご覧いただけます。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760






3月下旬～4月上旬は土・日曜日に窓口を開設


　市役所本館1階の窓口を開きます。転入・転出や転居などに関係する手続きができます。他の市町村などに確認を取る必要がある手続きなどは、取り扱えない場合があります。事前に担当課までお問
い合わせください。

　3月28日～4月5日の土・日曜日、午前8時30分～正午と午後1時～5時。

住民異動届（転入・転居・転出など）、戸籍届（出生・死亡・婚姻など）、住民票の写しや戸籍謄・抄本の交付など　市民課（107～109番窓口）　電話：0463-21-8772

児童手当、小児医療費助成、ひとり親家庭等医療費助成の手続きなど　こども家庭課（110番窓口）　電話：0463-21-9844

国民健康保険の加入・脱退の手続き、国民健康保険税の納付など　保険年金課保険税担当（115・116番窓口）　電話：0463-21-8775

高齢受給者証、限度額適用認定証の手続きなど　保険年金課給付担当（117番窓口）　電話：0463-21-8776

後期高齢者医療制度の手続きなど　保険年金課後期高齢者医療担当（118番窓口）　電話：0463-21-9768

国民年金加入者の市内転居手続き　保険年金課国民年金担当（119番窓口）　電話：0463-21-8777

小・中学校の転入学手続き、入学通知の発行など　学務課　電話：0463-35-8118。107番窓口に出張窓口を期間中だけ開設します。期間中のお問い合わせは市民課へ。

問：市民課　電話：0463-21-8772




固定資産評価額の縦覧


　土地や家屋の評価額などが縦覧できます。

　4月1日（水）～6月1日（月）。本館7階の固定資産税課703番窓口。

　次の方に限ります。①固定資産税の納税者と、その同一世帯の親族（運転免許証など本人確認ができるものを持参）②納税者から委任を受けた代理人（委任状または同意書と、代理人の本人確認ができるものを持参）。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768




湘南ひらつかルネッサンスまつり


　各商店で当日限りのサービス、抽選会や模擬店、手裏剣戦隊ニンニンジャーショー（午前11時と午後2時）などがあります。

　3月29日（日）午前10時30分～午後4時。平塚駅北口中心商店街。荒天中止。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107




森山良子コンサート


　6月6日（土）午後4時30分開場。中央公民館。全席指定6000円。チケットは4月5日（日）午前10時から、市民センター　電話：0463-32-2237・山野楽器　電話：0463-27-1930・ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097などで販売します。電話予約は、まちづくり財団文化事業課で、7日（火）午前8時30分から受け付けます。
問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237




八重咲町に新駐輪場


　4月1日（水）、八重咲町第2駐輪場（八重咲町7）が八重咲町第1駐輪場の北隣りにオープンします。

　午前9時30分～午後8時。自転車105台。2時間まで無料、2時間を超える場合は24 時間まで1回120円。開場時間外は入出場できません。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108




ひらつか市民スポーツフェスティバル


　卓球・柔道・ソフトテニスなどの体験教室や、手話とダンスを融合させたHANDSIGN(ハンドサイン)のライブなど、体を動かして楽しめるイベントが盛りだくさんです。この機会にスポーツを思いっきり楽しみませんか。「オグシオ」の愛称で知られる、全日本総合選手権女子ダブルスで5連覇、北京オリンピックで5位に入賞と活躍した、小椋（おぐら）久美子さんのバドミントン教室・トークショーの観覧もできます。

　3月29日（日）午前9時～午後3時。総合公園。天候により開催内容が変わります。

問：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102




湘南ひらつか名産品・特産品フェア


　地元平塚の名産品や特産品を展示・販売します。1000円以上お買い上げごとに、その場で平塚の逸品やクーポンが当たるくじにチャレンジできます。

　3月25日（水）～27日（金）、午前10時～午後8時30分。ラスカ平塚1階星の広場（宝町1-1）。

問：平塚商工会議所商業支援課　電話：0463-22-2511






さがみ縦貫道路が開通


　渋田川の堤防に、3列90本の桜が咲くころ、各団体の模擬店などが出店します。吹奏楽や和太鼓などの演奏やフリーマーケットもあります。

　4月5日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。渋田川鷹匠橋（たかじょうばし）～上流400メートルの両岸（西真土4丁目付近）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852





　3月8日、さがみ縦貫道路が全線開通しました。首都圏中央連絡自動車道（圏央道）を通じて北関東方面が、中央自動車道を通じて山梨・長野方面が、ぐっと近くなりました。今回は、囲碁サミットで交流している埼玉県北本市、山梨県北杜（ほくと）市にある「日本五大桜」を紹介します。さがみ縦貫道路を通って、お花見に行ってみませんか。




　東光寺（北本市石戸宿3-119）にある和名「カバザクラ」という世界にただ1本の品種。鎌倉幕府を開いた源頼朝の異母弟「蒲冠者源範頼（かばのかじやみなもとののりより）」にちなんで名前がついたと伝えられています。樹齢800年といわれ、大正11年に国の指定を受けた天然記念物。毎年4月上旬に見ごろを迎え、白く可憐な花を咲かせます。

　さがみ縦貫道路経由で、圏央道桶川北本ICから約1キロメートル。平塚から約90分。

問：北本市観光協会　電話：048-591-1473



[image: 石戸蒲ザクラ]

石戸蒲（いしとかば）ザクラ

埼玉県北本市










　実相寺（北杜市武川町山高2763）にあるエドヒガンザクラ。推定樹齢2,00年。樹高10メートル、目通り幹周り12メートルほどもあります。大正11年に国指定の天然記念物になりました。

　日本武尊（やまとたけるのみこと）が東征の折に植えたと伝えられ、名前の由来となっています。毎年、開花に合わせ4月上旬～中旬に「神代桜まつり」を開催します。

　さがみ縦貫道路経由で、中央自動車道須玉ICから車で約15分。平塚から約2時間。

 問：北杜市観光協会　電話：0551-47-4747



[image: 山高神代ザクラ]


山梨県北杜市

埼玉県北本市




渋田川桜まつり


　渋田川の堤防に、3列90本の桜が咲くころ、各団体の模擬店などが出店します。吹奏楽や和太鼓などの演奏やフリーマーケットもあります。

　4月5日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。渋田川鷹匠橋（たかじょうばし）～上流400メートルの両岸（西真土4丁目付近）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



写真展の作品募集


　桜まつりの写真を募集します。サイズは2L～6PW。1人3枚まで。作品は返却しません。6月に市役所本館1階の多目的スペースで展示します。

募：写真の裏側に必要事項を記入して、郵送または直接、4月30日（木）までに、〒254-0081豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会事務局の岸　電話：0463-53-2181へ。

[image: 渋田川桜まつり]
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古代の平塚に思いをはせて


　市や東海大学が所有する弥生土器13点を、市指定重要文化財に新たに指定しました。市内の土屋遠藤原A遺跡・北金目王子ノの台（おうじのだい）遺跡で発掘された弥生時代中期の遺物です。

　写真は土屋遠藤原A遺跡から出土した「長胴壺（つぼ）」です。弥生時代中期の中でも古い時期に作られたと考えられます。市内だけでなく県内でも数少ない良好で貴重な資料です。一般公開は7月以降の予定です。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124

[image: 長胴壺つぼ]




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市食育推進会議の委員になりませんか


　任期は6月1日～平成29年5月31日。次の条件を全て満たす方2人（選考）①市内に1年以上在住で、平成27年6月1日現在、20～75歳②平日に年2回程度開く会議に出席できる③市の他の審議会の委員などではない④過去に同会議委員の経験がない、など。詳しくは市ウェブをご覧ください。

募：〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@や公民館、市ウェブにある応募用紙を、郵送・ファクス・メールまたは直接、4月20日（月）までに、同課へ




臨時看護師を募集


　新生児訪問などの母子保健業務をします。看護師の資格がある方、数人（選考）。保健センター。勤務は平日の3～7時間で、月12日以内。時給1270円。採用は4月以降です。

募：写真を貼った履歴書と資格証の写しを、郵送または直接、4月3日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ





国民健康保険の手続きをお忘れなく


　国民健康保険の加入・脱退・各種変更は14日以内に手続きしてください。

　就職や扶養に入るなどの理由で、ほかの健康保険に加入した方は、国民健康保険証・勤務先の健康保険証・印を持って保険年金課保険税担当（本館1階115番窓口）で手続きをしてください。

問：保険年金課　電話：0463-21-8775




わかちあい・交流会


　大切な方を自死で亡くされた方が対象です。参加者がお互いのプライバシーを尊重しながら気持ちを語り、分かち合います。

　3月27日（金）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

問：福祉総務課　電話：0463-21-8779




健康ウオーキング


　総合公園（次写真）や渋田川土手などを歩くコースです。

　4月14日（火）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は15日（水）に延期。15日も50パーセント以上の場合は中止。総合公園野外ステージ前集合・解散。約7キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111

[image: 総合公園さくら]




障がい児福祉手当・特別障がい者手当の受給申請


　重度の障がいがある方が対象で、身体障がい者手帳などがなくても申請できます。所得が基準以下で、施設に入所していない方が対象です。障がいの要件などの審査もあります。

障がい児福祉手当　常に特別な介護を必要とする障がいがあり、障がいを理由にした他の公的年金を受けていない20歳未満の方。

特別障がい者手当　次のいずれかの条件を満たす20歳以上の方①常に特別な介護が必要な障がいが2つ以上ある②肢体不自由・内部機能・知的・精神などの障がいがあり①と同程度以上で、現在3カ月以上入院していない。

　詳しくはお問い合わせください。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




心身障がい者福祉手当の届け出は済みましたか


　4月は心身障がい者福祉手当の振り込み月です。受給者本人が転居・死亡・施設入所して受給資格が無くなったり、振込口座を変更したりする場合は、届け出が必要です。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




特別障がい者手当などの手当額が変わります


　4月1日（水）から、特別障がい者手当・障がい児福祉手当・経過的福祉手当の月額が変わります。

　特別障がい者手当は、2万6000円から2万6620円に、障がい児福祉手当と経過的福祉手当は、いずれも1万4140円から1万4480円に変わります。4月分の手当から適用で、5月の振込額から変わります。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774





成年後見制度の公開講座を開きます


　「成年後見制度の利用を考えたとき」などがテーマです。

　4月4日（土）午後1時30分～3時15分。市民活動センター。80人（当日先着順）。

問：行政書士渡邉（わたなべ）一彦事務所　電話：0463-62-0794





愛犬のために狂犬病予防注射を


生後91 日以上の犬を飼っている方は、お近くの会場で予防注射を受けてください。真田地区（真田公園）は昨年と会場が異なるので注意してください。動物病院でも受けられます。

　通知はがき・愛犬手帳。3,600円（初めて登録する犬は6,600円）。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762
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　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室　

★プレママ＆パパクッキング（予約制）　11 日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。

★妊娠中の過ごし方や栄養、歯の衛生など　11 日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族

★赤ちゃんの特徴と育児、妊婦体験など。　24日（金）午後1時30分～3時20分。妊娠8カ月以降の方とその家族。





◆歯科健康診査（予約制）　8日（水）午後1時～2時30分。23日（木）午前9時～10 時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆乳児の個別健康診査　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10ヵ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆育児相談　身体計測や食事、母乳などの相談　8日、15日、22日の水曜日、午前9時30分～10 時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）　赤ちゃんの病気と育児、触れ合い遊びの紹介など。ブックスタートもあります。15日（水）午後1時30分～3時。5～6ヵ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）　7日（火）午前10 時～11 時。8～12ヵ月児。歯みがき準備期編。




◆離乳食教室（予約制）　

離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6ヵ月児　28日（火）午後1時30分～2時40分。

★7～8ヵ月児　17日（金）午後1時30分～3時。

★9ヵ月児～1歳6ヵ月児　24日（金）午前10 時30分～11時30分。






DeNAベイスターズセントラル・リーグ公式戦


　中日ドラゴンズ戦。5月12日（火）午後6時試合開始。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。チケットは3月28日（土）から、総合公園管理事務所や各プレイガイドなどで発売。前売りはネット裏SS指定席5,500円、内野の自由席大人2,500円・子ども500円など。市内の小学生は、ドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233

[image: DeNAベイスターズセントラル・リーグ公式戦]




博物館のサークルで一緒に学びませんか


　各サークルの詳しい活動内容は、博物館にお問い合わせいただくか、同館ウェブでご確認ください。抽選。

天体観察会　さまざまな天体や天文現象を観察しながら、観測方法を学びます。月1～2回、土・日曜日の午後と夜間。平日にも勉強会などをします。中学生以上の方10人。

相模川の生い立ちを探る会　「相模川と周辺河川」をテーマに、大地の生い立ちを学びます。月1回、土・日曜日の午前9時～午後5時。20人。

地球科学入門講座　「フォッサ・マグナの中の湘南」をテーマとした年6回の連続講座です。隔月1回、土・日曜日の午前10時～正午。50人。

民俗探訪会　野外を歩き、お祭りや言い伝えなどの民俗文化を学びます。毎月第3水曜日の午前10時～午後4時。10人。

聞き書きの会　子ども時代の思い出話などを年輩者に聞き、それを冊子にまとめます。毎月第1金曜日の午前10時～正午。20人。

古代生活実験室　古代人の技術を学び、実践します。火起こし道具の改良と古代の土笛の製作・演奏を中心に、これまでの活動のまとめもします。月1回、木曜日の午前10時～午後3時。10人。

石仏を調べる会　地蔵や庚申塔（こうしんとう）などの石仏を調べます。毎月第4木曜日の午前9時30分～午後3時。10人。

お囃子（はやし）研究会　祭囃子を映像などで学び、太鼓の実技をします。月1回、土曜日の午後4時～6時。20人。

平塚の空襲と戦災を記録する会　平塚空襲に関する資料の収集、聞き取り調査、資料集の作成などをします。月1回、土曜日の午後1時30分～4時30分。10人。

古文書講読会（次写真）　博物館が所有する古文書を、グループで自主的に講読します。毎週金曜日の午前10時～午後3時。10人。

地域史研究ゼミ　地域の古文書の共同研究を通して、地域史研究の方法を学びます。月1回、土曜日の午前10時～正午。簡単な古文書が読める方5人。

平塚の古代を学ぶ会　国庁模型の制作を目指して、相模国府と古代の歴史を勉強します。平成27年度は模型を制作します。月1回、原則として日曜日の午前10時～午後3時。10人。

東国史跡踏査団　市内外の地域を選んで、現在と明治時代の地図を比べながら歩き、遺跡の立地や環境を体感します。月1回、土曜日。時間は開催ごとに異なります。10人。

展示解説ボランティアの会　当番制で、博物館の来館者に展示品の解説をします。定例会は毎月第1・第3木曜日の午前9時30分～正午。当番日は週1回、午前9時30分～午後4時。10人。

募：必要事項・年齢・サークル名を、往復はがきで、3月31日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111へ。
[image: 古文書講読会]

博物館ならではの講座があります





お知らせ掲示板



ギターガーデン湘南コンサート

　ギターの合奏を楽しんでいるサークルのコンサートです。幅広いジャンルから17曲を演奏します。

　4月11日（土）午後2時～4時。中央公民館。

問：ギターガーデン湘南の小西　電話：0463-21-4461





まどかコーラス演奏会

　「ふるさとの四季」や「花冷えのあとで」、イタリアの歌曲などを演奏します。4月25日（土）午後2時開演。中央公民館。1000円。
　
問：まどかコーラスの川喜田　電話：0463-54-6153




利用方法



　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。サークルなどの会員や受講者の募集は対象外です。

　掲載対象は、市内で活動する個人または団体からのお知らせです。申込者または申込団体の代表者が、市内在住の場合に限ります。

　受け付けは、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ

[image: 利用方法]





[image: まちの話題写真リポート]



J1開幕

　J2から圧倒的な強さでJ1に昇格した湘南ベルマーレ。開幕戦が3月7日、Shonan BMWスタジアム平塚でありました。浦和レッズとの対戦に、1万4446人が訪れました。

　遠藤航わたる選手が前半36分、PKを決めて先制（次写真）。しかし、ベルマーレはその後、3点を奪われ、ホーム平塚での初戦を白星で飾れませんでした。

[image: J1開幕]






花農家の努力が咲いた

　春の花き展が3月5日～8日、市民プラザで開催されました。昨年の台風などを乗り越えて咲いた花が並びました。訪れた人は「色がいいね」と鉢を手にして、ほほ笑んでいました。

[image: 花農家の努力が咲いた]






4車線化で渋滞を緩和

　国道134号を4車線化する工事が完了し、3月1日に供用開始しました。虹ケ浜交差点～西湘バイパスの約1.1キロメートルの拡幅工事が完了したことで、江の島～西湘バイパスの約15キロメートルが全て4車線道路になりました。

　開通式では、浜岳中学校の吹奏楽部が演奏し、式典に花を添えました。

[image: 4車線化で渋滞を緩和]　





鮮やかな和菓子の競演

　毎年恒例の菓子展示会が2月5日～9日、市民プラザでありました。

　市内の菓子店が工夫を凝らして作った和菓子を展示・販売しました。会場で特に目を引いたのは、ガラスケースに入れられた、鮮やかな和菓子。一足先に春が来たようで、訪れた人の目を楽しませていました。

[image: 鮮やかな和菓子の競演]





大人も子どもも興味津々

　春の所蔵品展「赤ちゃんたちのセレクション」が4月12日（日）まで、美術館で開かれています。

　これまでの展覧会で子どもの反応が良かった作品45点を展示。子どもの反応もパネルで紹介しています。

　子どもたちは、声を出したり、指を指したりして、さまざまな反応を見せていました。勝呂 忠（すぐろ ただし）の作品『或（あ）る記憶の景』の前で足を止めて、じっと見つめる園児もいました。

[image: 大人も子どもも興味津々]　





花巻の魅力がいっぱい

　友好都市はなまき物産と観光展が2月19日～2 日、市民プラザでありました。

　リンゴや米など岩手県花巻市の名産品がずらりと並ぶ同展は、今回で30回目の開催。毎回人気のキムチを購入した女性は「次はいつ開催するの？」と、早くも次回の開催を心待ちにしていました。

[image: 花巻の魅力がいっぱい]　








次回納期の市税・手数料



①国民健康保険税（第10期）

②後期高齢者医療保険料（第9期）

③介護保険料（第10期）

④清掃し尿従量手数料（第12期）

⑤清掃し尿従量手数料（第4期）

　納期最終日　3月31日（火）

問：①保険年金課　電話：0463-21-8775
②保険年金課　電話：0463-21-9768
③介護保険課　電話：0463-21-8790
④⑤循環型社会推進課　電話：0463-21-8796





心の防犯灯



犯罪の起きにくいまちに

　犯罪が起きにくいまちづくりには、環境美化がとても重要です。まちをきれいにしていることは、住民が地域に関心があるというサインになります。

　景観が乱れた地域では、住民の連帯意識が薄く、監視力の弱い場所という印象を与え、空き巣などが発生しやすくなります。ごみ拾いや落書き消し、花を植えるなど、身近なところから環境美化に取り組んでみませんか。（終）

問：危機管理課 　電話：0463-21-9863





がんばれ湘南ベルマーレ



前売り